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（20）以下の通り訂正いたします。

P194 共同発表者削除

誤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正
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【目的】
本研究の目的は，慢性期看護実習において呼吸器疾患患者
を受け持った学生が，どのような学びを得て慢性期看護に
ついてどのように理解したのかを最終レポートの記述内容
から明らかにすることである。
【方法】
対象：平成25年度にＡ看護系大学の慢性期看護実習におい
て呼吸器疾患患者（肺がんを除く）を受け持った学生10

名。方法：受持ち患者への看護を通しての学びについて，
学生が記述した最終レポートの内容をデータとして分析し
た。分析：レポートの記述内容をコード化し，意味内容の
類似性に従い，サブカテゴリー化した。サブカテゴリーに
共通する抽象ラベルを検討し，カテゴリー化した。倫理的
配慮：和歌山県立医科大学倫理委員会の承認を得てから実
施した。対象者には書面で本研究の目的と方法，参加の自
由，研究に参加しなかった場合も，不利益が生じないこと
を説明した。
【結果】
学生10名が受け持った患者の平均年齢は61.9歳であった。
受持ち患者の主な疾患は，間質性肺炎，COPD，好酸球性
肺炎，過敏性肺炎，器質化肺炎，膿胸であった。分析対象
であるレポートの記述内容は，68記録単位に分割できた。
以下，カテゴリーを【　】，サブカテゴリーを〈　〉で示す。
レポート内容を分析した結果，４つのカテゴリーが抽出さ
れた。【療養行動の継続への援助】は〈患者の意欲を高め
る援助〉〈患者の納得できる説明〉〈患者の理解度に合わせ
た説明〉〈患者自身の必要なことへの気づき〉〈今ある機能
の維持〉〈周囲のサポート獲得の必要性〉のサブカテゴリー
により構成された。【看護師として大切な姿勢】は〈共に
在ること〉〈今関わることの大切さ〉〈行動変容の難しさへ
の理解〉〈患者の理解者となること〉〈その人らしさの尊重〉
のサブカテゴリーにより構成された。【患者の心理面を支
える援助】は〈長期療養による精神的負担の理解〉〈受容
過程における葛藤への支え〉〈希望への支援〉〈共感するこ
と〉のサブカテゴリーにより構成された。【慢性疾患の特
徴の理解】は〈症状を抱えながらの生活〉〈長期的な自己
管理の必要性〉〈再燃のリスク〉のサブカテゴリーにより
構成された。
【考察】
療養行動の継続に関する内容が多くみられたことから，呼
吸器疾患を受け持った学生は，受持ち患者の残存している
呼吸機能を維持するために，退院後も療養行動を継続する
ための援助を中心に関わっていたといえる。その関わりの
中で，受持ち患者の心理面を支えることや，看護師として
大切な姿勢について学びを深めていた。また，慢性疾患に
罹患したことによる患者の精神的な揺れや苦痛を理解する
ことの重要性も学ぶことができていた。
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【目的】
医療現場では，医療事故を防止するために危険予知トレー
ニング（以下KYT）を導入し，事故を未然に防ぐ取り組み
がなされている。看護基礎教育では臨地実習において看護
学生の１割程度がインシデント・アクシデントを経験し，
その中でも成人看護学の急性期実習の発生件数が高かった
という報告がある。KYTは，イラストや写真を見せ，その
状況にある潜在的危険を指摘させ，改善点を考えるトレー
ニングであるが，学生はイラストや写真では，患者の状況
をイメージするのが難しい。そこで本研究では，学生がお
互いに患者役と看護師役となって行うロールプレイングを
組み込みこんだKYTの教育効果について検討を行った。
【研究方法】
方法：2015年５月，Ａ大学看護学科２年次生109名をグ
ループ（５～６人）に分け，患者役と看護師役で，胃切
除術後の初回歩行をロールプレイングで実施した。その
後，KYT基礎４ラウンド法により，現状把握から目標設
定までを体験した後，無記名自記式質問紙調査を行った。
倫理的配慮：紙面と口頭で目的と方法，研究協力は任意で
評価に関係しないこと，本人が特定されないよう取り扱う
ことなどを説明の上，署名にて同意を得た。日本保健医療
大学倫理委員会の承認（2701-1）を得た。
【結果】
研究の同意を得られた協力者は102名（回収率93.6％）で
あった。術後１日目の初回歩行のリスクについて，自
分自身で「転倒のリスクについて考えることができた」
94.1％，「ドレーン類が抜けるリスクについて考えること
ができた」81.4％，「歩行時，血栓が流れて肺塞栓になる
リスクについて考えることができた」39.2％であった。肺
塞栓のリスクについては，グループで話し合うことにより
考えることができたのは52.0％であった。危険防止につい
て，自分自身で「具体策を考えることができた」80.4％，
「妥当だと思える行動目標を考えることができた」80.4％
であった。
【考察】
転倒のリスクやドレーン類抜去のリスクについては，大半
の学生が自分自身で気づくことができていた。しかし，血
栓が流れて肺塞栓になるリスクについては，自分で気づけ
た学生は４割程度で，話し合いを経ても半数程度が，気づ
くことができていなかった。気づくことができた危険につ
いては，大半が自分自身で具体策を考えることができてい
た。ロールプレイングという手法は，ドレーンなど目に見
える危険についてはイメージする助けになるが，体内で起
こる危険については，気づきにくいのではないかと考えら
れた。このことから，目に見えないリスクに気づけるよ
う，ファシリテーターの介入や講義との関連で理解を深め
る工夫が必要であると考えられた。

139）周手術期演習における危険予知トレーニングの効果
の検証
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の維持〉〈周囲のサポート獲得の必要性〉のサブカテゴリー
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